
 

 
 

様式第七（第６条関係） 

 

確認の求めに対する回答の内容の公表 

 

 

    

１．確認の求めを行った年月日 

  令和３年５月14日 

 

２．回答を行った年月日 

  令和３年６月14日 

 

３．新事業活動に係る事業の概要 

  下記の装備を有するキックボード（以下単に「キックボード」という。）の販売が計画され

ている。 

  ・ ブレーキ：両ハンドル（左手：後輪ブレーキ、右手：前輪ブレーキ）、タイヤもしくはホ

イールへの直接摩擦を利用しないブレーキ。自転車の標準仕様と同じもので、国内ユーザ

ーが違和感なく使える 
・ タイヤ：タイヤ踏面に水切り溝を刻む 
・ フロントサスペンション：ストラット式でない（ダブルウィッシュボーン式、マルチリ

ンク式等） 
・ 反射板：あり（左右側面、後方に設置） 
・ 警音器（ベル）：あり 
・ 前照灯：あり 
・ 鍵：物理鍵あり、車両追跡GPS内臓（リチウムイオンバッテリー技術、通信モジュール

技術、ソフトウェア技術、電気制御技術を用いる） 
・ 車体の長さ：120cm程度（大きくて安定） 
・ 車体の幅：15cm以上（両足を乗せることができる） 
・ 利用者の年齢制限：15歳以上 

 

４．確認の求めの内容 

  当該キックボードは、道路交通法（昭和３５年法律第１０５号。以下「道路交通法」とい

う。）第２条第１項第１１号イに規定する「軽車両」に該当するか。 

 

５．確認の求めに対する回答の内容 

照会書２．（２）に記載のキックボード（原動機を有さないものに限る。）は、現に広く一

般的に人又は物の運送の用に供されておらず、また、車体の大きさや安定性、動力源等の構造

を総合的に勘案してもそのように用いられることが想定されないため、道路交通法上の「車」

として何らかの規制を行う必要性が認められず、「車」には当たらないと解されることから、

当該キックボードを用いている者は、道路交通法上の歩行者になると解される。したがって、

当該キックボードは道路交通法第２条第１項第１１号イに規定する「軽車両」には該当しない

と解される。 

 


